
人やものとかかわることを大切にした支援のあり方
一養護学級総合学習「おまつりをしよう」の実践から一

関　　　和　典

1　はじめに

児童が学校生活を行っていく上で必要となっていくことは,児童がいろいろな見通しを

もって登校し,そのことを実現していく中で達成感や成就感をもつことであると考える。

その中には,「○○くんと～がしたい。」とか「○○(もの)を使って遊びたい。」とかとい

う児童が見通しの中から見つけだした手がかりとなるものが必ずと言っていいほど存在し

ていると考える。

本学級では,「生活力のある児童」として3つの力を掲げているが,昨年度から「さまざ

まな集団やいろいろな人とのかかわり合いの中で生活や学習をする力」にスポットを当て

て研究を進めてきた。昨年度同様今年度も以下のような3点を具現化するものとしてとら

えた。

① 児 童 が 自 己 を 表 現 で き る よ うな 肯 定 的 な 環 境 が 存 在 し て い る こ と。
② 児 童 が か か わ り合 い 影 響 し あ う友 だ ち や 指 導 者 が 身 近 に い る こ と

③ 児 童 が か か わ る こ と を 促 進 す る よ うな 適 切 な 具 体 物 (教 材 ・教 具 ) が あ る こ と

また,今年度は,集団でのかかわりについて検討し,「障害児教育」中にあるの表につい

て細分化していくことを念頭に置きながら研究を進めていく。

さらに,来年度からの新しい教育課程の実施に向けて「総合的な学習」の実施をにらん

だ学習のあり方についても実践を深めていきたいと考える。

2　養護学級の「総合学習」と「総合的な学習」の実施に向けて

(2)本校が実践してきた「総合学習」について

本学級はこれまで,学校行事と生活単元学習を,活動を通して内容を指導すると言う観

点から,6つの項目に区分して「総合学習」という枠組みで取り組んできた。本校独自の

この学習の形態は,生活単元学習との色分けが明確でなく,さらには来年度から実施され

る「総合的な学習」と呼び方も内容もはっきりとした相違点を示すことのないまま今年度

を迎えることとなった。

そこで,学習指導要領の改訂に伴う「総合的な学習」のねらいや配慮事項にしたがい,

本学級で取り組んできた「総合学習」を「総合的な学習」と「生活単元学習」とに整理・

分類することとした。

これから述べる「総合学習-おまつりをしよう-」の実践は,自分たちの学習を多くの

友だちや教職員に向けて広くかかわりをもとうとする学習であることから,来年度は「総

合的な学習」として取り組んでいこうとするものである。本校の「総合的な学習」のねら

いは以下の通りである。

身の回 りの環境 とかかわ り合いなが ら, 主体的 に問題 の解決や探求活動に取 り組み ,
生活力を高めることができるよ うにす る。

3　指導の実際

(1)総合学習「おまつりをしよう」について

児童にとって,日常生活の他に自分たちの楽しみにしている行事があるということは,

日々の学習意欲につながるだけでなく,学習の見通しをもつ手がかりともなる。本学級で

は,その中の一つに「おまつり」を設定している。「おまつり」では,児童が日常行ってい
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る調理活動や遊びの中から児童が選択・決定したものを,他の児童や教職員,保護者を招

いて行う中で,自分たちが楽しむだけでなく他者に対して働きかけるという点から,様々

な人間関係をもち,自己表現や仲間づくりが期待できると考えた。

児童は,自分たちの住んでいる地域の中での「おまつり」を経験していて,個々に「お

まつり」のイメージや,「おまつり」に直接結びつくような「もの」を想起することができ

ると考えられる。例えばある児童は地域のおまつりに行って自分の好きな食べ物を買って

食べていることから,その食べ物とおまつりが結びついていると考えることができるし,

ある児童は,既に本学級の「おまつり」を経験していて,自分が行ってきた学級でのお店

についての記憶を手がかりにして「おまつり」の学習の流れや,必要なものを想起するこ

とができるといったことである。以下に本単元における児童の実態と課題について

(2)本単元における児童の実態と課題について

実　　　　　　　 態 課　　　　　 題 ・ 児

か

か

わ

り

指導者と一緒に活動する。 指導者のことばかけによって活動する
ことができるようになる。

②⑤

指導者のことばかけで活動する。 友だちの様子を言語化することで, そ

のことを手がかりに活動することがで
きるようになる。

】

①⑨

指導者のことばかけや友だちの動き 友だちの働きかけを促すことによって i③④

⑧
を手がか りに活動する。 他の友だちの行動を見て活動すること

ができるようになる。

友だちの動 きを手がか りに活動す 自分から友だちに働きかけることがで
⑩

る。 きるようになる。

集団での活動の仕方がわかり自己主 自分の考えと友だちの考えを比較した ⑥⑦ !

⑩⑮
張しながら友だちとかかわって活動 り, 友だちのことを考えたりしながら
する。 活動できるようになる。

集団の中での活動の仕方がわか り, 集団の中で適切な意見を出し, 全体の
⑪⑫
⑬

自分と友だちの考えを比較 し調整を バランスを考えた行動をとることがで
図りながら活動する。 きるようになる。

選

択

好き, 嫌いの好みの視点が明らかに 指導者や友だちの活動に目を向けて選 ①②
なって選んでいる。 ぶことができるようになる。 ⑤⑨

友だちや指導者の活動への関心から 指導者のことばかけや友だちの活動を !③④

選んでいる。

友だちや指導者の活動を見て見通し

言語化することで次の見通しをもって
選ぶことができるようになる。

既習の事柄 を想起することで, その事
⑥(訂
⑧⑭

をもった方を選んでいる。 柄の大まかな全体像をつかんで選ぶこ
とができるようになる。

過去の経験から見通 しのもちやすい 自分の興味 ・関心だけでなく他者から
⑲⑪
⑫⑮

方を選んでいる。 の働きかけに対しても目を向けながら
選ぶことができるようになる。

自分にとって乗 り越えなければなら 自分の好みだけでなく, 全体のバラン
⑬

i

ない課題の有無で選んでいる。 スを考えた内容 を選ぶことができるよ
うになる。

前頁の実態と課題をふまえて,児童がより多くのかかわりをもつことができるよう指導

に当たって以下のような手だてを考えた。

○　児童自らの手で「おまつり」を企画・運営することができるよう,手順を示した
「おまつりノート」を提示して手がかりとする。

○　お店に来る人たちとより多くのかかわりをもつことができるよう,来店する人たち
の「ビデオレター」を作成し,提示する。

○　具体的な活動がイメージできるようにするために,活動の見通しとなるような具体
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物や手順を提示する。

このような手だては以下の指導目標の1,3につながっていくものである。

(3)指導目標について

1　友だちと一緒におまつりの活動ができるようにする。

2　日分のしたい催しを選ぶことができるようにする。

3　日分たちの催しを工夫して準備することができるようにする。

㈱　指導内容と計画について

(5)授業仮説について

授業を進めていく上で以下のような仮説を設定した。取り組みの方法としては,上の手

だてを基本にしている。

児童がおまつ りの経験や招待する人 を想起す る場 を設定すれ ば, 自分たちのおまつ りの

準備物の中から何 を作 るか決 めてい くこ とがで きるであろ う。

(6)第一次について

第一次第1時では,各クラスごとに自分たちのやりたいお店を考えることから始めた。

児童は自分たちの過去の経験や,「おまつり」に対するイメージの中から自分のやりたいお

店を発表する。発表の仕方は,ことばで自分の思いを表現する児童,自分の思いをカード

の中から選択する児童,具体物を実際に食べてみて,その中から具体物を選択することで

表現する児童がいた。

第2・3時では,養護学級全体の授業とし,おまつりを行う上で必要なものや,分担し

て準備することを全体の場で知らせていきながら,自分たちの準備するものや実際の手順

等について,支援をしていきながら進めていった。詳細は次頁に示すこととする。

(7)第二次について

第二次からは再び各クラスでの活動とした。それぞれのクラスでお店を決めているのだ

から,実際に店の準備やチケットづくり,買い物等はそれぞれのクラスで行った方がより

児童の見通しをもつことにつながると考えらからである。児童は,自分たちで決めたお店

に対してそれぞれ思い入れがあり,そのことを大切にしながら活動を展開していった。こ

こでは,自分たちのお店に来てもらう人や,その食材について想起するようにしながら進

めていくことは言うまでもない。

(8)第三次について

おまつりを実際に行い,そこで楽しかったことをその日に撮った写真を提示し,そのこ

とを手がかりとしながら「写真ニュース」を書いていった。写真に写っていることだけで

なく,実際の場面でことばかけをしたり,活動を共にした友だちの発言等によりより豊か

な表現をすることができるように支援をしていった。

(9)第一次第3時の目標について

以下に本実践の具体的な内容について示す。第一次第　3　時では,前述したように児童

がどんなものを準備すればいいか,またその手順はどうかということについて以下のよう

な目標を立てて実践をしていった。

おまつりで分担して準備するものがわかり,何を作るか決めることができる。
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(10)目標行動と指導者の支援について

目　　 標　　 行　　 動 教　 師　 の　 支　 援 児

自分のや りたいことを選択肢の中から決 児童がイメージしやすいような具体物 1② 5
めることができる。 を提示する。 ⑨

準備するものがわかり, その中から自分 準備するものが想起できるようなV T 3 ④ 8
のや りたいことを決めることができる。 R や具体物を提示する。 ⑭

自分のや りたいことを全体の場で表現 準備するものを想起できるようV T R 6 ⑦ 10
⑮

し, 自分のや りたいことを決めることが や具体物を提示したり全体の場でこと
できる。 ばかけをしたりする。

分担して準備することがわか り, 学年等 希望を聞いていく中で, 学年のバラン 巨⑫ 13

のバランスを考えて自分のやることを決 スに着 目す るようなことばかけをす
めることができる。 る。

(川　学習の展開について

学 習 活 動 i 予想 され る活動 ! 教　 師　 の　 働　 き　 か　 け

全　　　　　 体 個　　　　　 別

1. 始 ま りのあい さつ 1.学習 の始 ま りとして毎時 1.本 目の 当番児童 に こと

をす る。 間位置づ ける。 ばか けをす る

2. どんな準備 が必 要　 2. ・画面 か ら視線 が そ 2.◎ どうい う準備 が必 要か 2.◎児①② ⑤⑨ には適宜

かを知 る。 れ る と思われ る。 を知 るため ビデオ レター 具 体 物 を提 示 し て い
(児(丑②⑤⑨ ) や写真 ・実物 を提示す る。

3.決 め る 際 に 児 童 に 写 真

く。
・す ぐに必 要な もの を

言 うであろ う。
至 芸 曇 ・窯 窯

!　 れ る。 (児③④⑧ ⑭)
l

3. や りたい ことを決　 3. ・自分のや りたいこ

・児⑥⑦⑪⑫⑬⑮ には賞
賛 し他児のモ デル とす

る。

・児③④⑧⑭ には上記 児
童が発言 した ことにつ

いて繰 り返 し言語化 す
る。

3. ・児⑥⑦⑩⑪⑫⑬⑮ に

める。 とをす ぐに決 めるで カー ドを渡す。ま た, 児 は他児 のモ デル とな る
あろ う。 童が スムー ズに きめ るこ よ うにす る。

一　 .薔 票 票 讐

お　　 ポ　　 の　　　 が 難 し い と思 わ れ

… ラ 野 趣 窯

とができやす い よ う他児 ◎児①②③④⑤⑨⑲ には

のモ デル とな るよ うな児 具体物 を提示 した り活
童か ら指名 してい く。 動 を実際 に行 った りす

◎人数 が極端 に差 があ る場 る。
合 を除いては児童の意思 ◎児⑪⑫⑬ には下学年だ

を尊重 す る。 グルー プ内 けの グルー プがで きた

に下学年 が集 中す る場合 場合 には ことばかけ を
決 めて しま うと思 わ は全体 で考 え る場 を設 け してい く。.

4. ・児⑪⑫⑬⑮ にはそれ

l　　　 れ る9 (児⑪⑫⑬) る。

4. グル ー プで分かれ　 も ・どんな ことをす る

て制作 す る。　　　　 のか をグルー プ内で
発 表す るこ とができ

4. ・グル ー プ 内 で の リー

ダー を決 める よ うことは ぞれ のグルー プで説 明

かけをす る。 をす るよ う促す

・児①②③④⑤⑨⑩ には
!　　 るであろ う。

(児⑪ ⑫⑬ ⑮)

・自分のや るこ とを行
お　　 ポ　　 の　　　 動 の形 として理解 す

… 亨 狛 蒜

つ ことが難 しい と思
われ る。

・それ ぞれの グルー プで ど

んな ことをすればいいか
を リーダーが発 表す るよ 実際 に活動 を行 うよ う
う促 す。 それ ぞ れ の グ にす る。
ルー プは分かれて集合す ・児⑪⑫⑱⑮ には適宜 こ

る。 とばかけによって支援
・自分 た ち の や る こ と を す る。
リー ダー主導で行 うこと ・児 ③ ④ ⑥ ⑦ ⑲ ⑭ に は
ができる よ うことばか け リー ダー に注 目す るよ
をす る。必 要があれば作 うことばか けをす る。

5. ・児①②⑤⑨ には具体

(児③ ④⑥⑦⑲⑭) り方 な どを支援す る。

5・ 禁 の 確 認 を 当 5・譜 鵠 岩 岩 5. ・それ ぞれ の グルー プで

つ くった もの をど うす る 物 や ノ ー トを提 示 す
とおもわれ る。 か話 し合 うようことばか る。

6.本 目の当番児童 に こと

(児①②⑤ ⑨) けをす る。

門 雷 雲 ㌫ あい 誓 6. ・始 ま りと同様 に毎時間

位置づ ける。 ばか けをす る。
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4　考察

(1)児童は,支援によって「おまつり」の内容や招待する人を想起することができたか。

教職員のVTRや,具体物の提示,さらには手順を示していくことによって,児童はお

まつりに来てくれる人たちや,準備するものを想起することができたと考えられる。それ

は実際に学習を進めていく上で「○○先生に来てもらいたい。」とか,「○○がいります。」

等の発言があったことからも伺うことができる。

(2)児童は,おまつりの準備物の中からどんなことをするかをイメージして,何を作るか

を決めることができたか。

右の写真のように,児童は自分のやりたいことをカー

ドを手がかりにして決めることができた。また,具体物

をみることや手順をみることでその具体物を示したり指

さしをしたりノして自分のやりたいことを決めることがで

きていた。

しかし,すべての児童が自分のやりたいことを決めた

ときに,ポスターづくりを選んだ児童の中に,高学年の

児童が全くいなかった。目標行動にもあるように,児童

⑪⑫⑬には,このような状態になったとき,リーダーに

なっていくために,もう一度考えるようにする場面を設

定しなければならなかったが,そのことが不十分だった

ため,ポスターづくりのリーダーが3年生になってし

まった。その為に,リーダー主導にならなければいけな

かった指導案の学習活動4の部分が教師主導になってし

まった。この部分については,目標行動が全く達成され

なかったといえる。このことから,リーダーを中心とし

た活動を設定するための課題が明らかになった。

児童が自主的・自立的な活動を行っていくためには,

自分のやりたいことを自分で表現することに加えて,同

じ活動を共有していくためのグループづくりをした際

に,リーダーを生活年齢や,発達段階,人間関係を考慮

して設定し,確実に児童の自主的な活動を可能にするた

めの手がかりとすることが必要であるということが,こ

の実践からいうことができた。

また,児童①③④⑤⑥⑦⑧⑩⑭⑮には,適切であった

支援だと考えられるが,児童②については,具体物を提

示しても,「おまつり」のイメージはもちづらかったので

はないかと考えられる。児童②がポスターづくりを選択

したことは,本児の実態から考えても,よくイメージ化

が図れていなかったと考えることができる。このことも

今後の課題である。児童の実態にあった提示の仕方を再

検討していく必要があると考える。

自分のやりたいことを決める

おみこしづくりの様子

のぼりづくりの様子

ポスターづくりの様子

5　おわりに

本校の「総合学習」が来年度から大きく変わろうとしている。しかし,児童が自分たち

の活動を自分達で作り上げる「本人自治」的な活動がこれからも中心的な活動になってい

くことは間違いないであろう。そのことを肝に銘じていきたいものである。

-165-




